
・経過報告 事務局
（仮称）久我西部地区土地区画整理事業準備委員
会が発足して、 1 年半が経過致しました。

我が国の経済状況は一昨年秋のﾘ-ﾏﾝｼｮｯｸ以
来、外需依存体質のほころびが顕著となり、 20 年
以上にわたる長期低迷が深刻な状況です。

こうした中、今回の取り組みも方針の転換を迫ら
れております。ここに主な経過をご報告致します。

平成20年5月以降、事業検討推進への同意が約2/3に

・ごあいさつ 委員長 樋口 忠夫 達したことを受け、京都市当局への事前相談を開始致

謹啓 しました．基本的には区画整理法に基づく土地立入許

猛暑、酷暑といわれて厳しく大変長かった暑い夏 可を得るべく基本構想案を作成し、同案に基づく関係

もようやく過ぎ去り、いよいよ収穫の秋を迎え、皆様 各課協議をお願いしたものです．

方には益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。
そして冒頭にあたり、地域としての取り組みについ 協議開始時点では、基本的な事項を確認後土地立ち

て、皆様方には大変ご心配をおかけしておりますこ 入り許可を付与し、事業計画上の収入金として「公共

とを心よりお詫び申し上げます。 施設管理者負担金」を計上する旨の指針を得ました．

当該計画は、平成 19 年以降、皆様方のご協力を さらに平成20年9月には、地域整備のマスタ-プラン

頂き平成 20 年初頭には何とか２／３以上の同意を 策定を行い土地区画整理事業に取り組む旨の議会答弁

得て以来懸命に取り組んで参りました。当初は市当 があり市側の前向きな姿勢が示されました．

局の前向きな議会答弁等もあり期待をしておりまし （同時期にリーマンショックがあり、影響が拡大しました）

たが、近年の大変厳しい市の財政事情を反映して
か、担当者の歯切れも段々と悪くなって参りました。 平成20年末時点までに府の治水協議も行い全体設計

皆様のご理解を得て平成 21 年春に設立した準 の方向性がある程度明らかとなったことを受けて基本

備委員会活動も困難な中、取り組みを継続致しま 構想図書に必要な修正を行いました．

す。その中で何としてでもこの計画を成功裏に導き、 しかし年末までに京都市当局より別途、財政の逼迫

将来農業をするにしても開発をするにしても区画整 もあり、新規事業として採択するためには管理者同意

理により環境の整った地域を構築し、関係権利者の 協議を終了するようにとの要請を受けました．

生活基盤を改善し、安定化を図ることに努め付加価 これは立地企業規模や業種を特定し、基本設計レベ

値のある地域に改善することが必要です。 ルでの設計協議を必要とするものであり応分の資金負

地方の行財政停滞は京都市だけの問題ではあり 担も伴う作業であることから、土地立ち入り許可を得

ませんが、共通している構造的な問題は、収入に対 るべく別途の取り組みが必要となりました．

応する支出が人件費負担や教育福祉医療等経常
的な負担で硬直化しているということです。 こうした中、平成21年1月に地元の支援を得てデベ

このように大変困難な状況ですが、手法について ロッパ－の参加を確実にするために「準備委員会」の

もさらに検討し、不自由な中でも当該地域への公共 設立をお願いし、当局への届け出を行ったものです．

投資を優先的に配分するよう、今後も途絶える事な また並行して事業計画のモデルを再検証し、平成22

く中長期の視点で懸命に取り組んで参ります。 年5月までに京都府警察本部交通規制担当との協議、

今後更に強力に推進するためにも皆様のご支援 市街地整備課協議等を重ねて参りました.

が必要であり、事業推進検討への同意率を高めて
いくことが重要です。特に入作者の皆様には一層の しかし財政逼迫、新規事業採択を中断する、事業中

ご理解とご協力を心よりお願いする次第です。 案件への投資規模も縮減する、あるいは事業期間を先

経過報告等は以下に述べるとおりです。 送りにする、等の姿勢が強まっており、建設局協議を

気候不順な折、皆様方十分御身ご自愛専心の上 継続しても事業採択を得ることは厳しい情勢です．

ご精励下さい。 敬具
追伸 既にご案内の通りＪＰＧ清水が約 10,000 ㎡ 今般の政権交代の帰趨や地方振興策の見通し等も見

の一括開発を進めておりますが、今後の区画整理 守って参りましたが京都市財政健全化の目処は無く、

に支障のないように条件を付けるなど必要な申し入 京都市政全般からの働きかけを重視し、事業を促進す

れを行っております。 ることが必要な段階に立ち至ったと考えております．
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・問題点と課題 一番の問題点はここ数年の財政事情の逼迫による施策の先送り傾向です．
しかし、政策課題への取組としての観点から経過を振り返ってみると、本質的な問題点があります．

1 京都市における京都市南部（伏見区）の位置づけ
京都市内では市施行の土地区画整理事業や

工業団地形成等を図り都市機能の誘導や再配
置を行おうと努力しております．

南部地域については、振興計画に基づいて
新しい都市軸の形成に主眼を置いております．

進捗の思わしくない既往の施策に拘泥するこ
とが本質的な問題点のその１です．

世界における京都の競争力を高める資質は
ご承知のとおり歴史文化に根ざした交流であり
高い技術力を誇る伝統工芸、芸能あるいは製造
業の集積です．世界各地からの交流を観光とし
てくくることも可能です．そして今各地に散在す
る観光拠点や交流施設は十分にその存在を活 久我羽束師地域

かせているでしょうか．
社寺境内の保全や、域内および借景の保全

はまだしもですが、敷地の外周は密集家屋や
ﾏﾝｼｮﾝ、中層高層のﾋﾞﾙに囲まれ、必ずしも地
域に無くても良い危険施設や老朽化した作業
場（工場）等が旧市街に散在していて地域の価
値を下げては居ないでしょうか．

久我羽束師地域にある数十ｈａの市街化区域
内の農地は活用すれば人口増を招かずに市内の各種機能の再配置を促進する上で有効な京都の
財産であり、京都の都市力や魅力を高めること等に貢献できる優れた立地条件があります．

京都市あるいは京都府を挙げてこうした点に着目し施策展開を図る視点が不足しております．

2 都市計画道路「羽束師・墨染線」整備及び土地区画整理事業の優先順位
久我羽束師地域は、河川や名神高速道路、東海道新幹線等の分断要素があり、地域の交通事情

は従来から良好とは言えませんでした．故に外環状線（横大路）が向日市まで繋がったことにより、東
西方向の交通の便は飛躍的に改善された一方、府道水垂上桂線から久我大橋に至る区間が新たな
抜け道となってしまったような観があります．

同府道は旧市街を結ぶ生活道路であり、車道の幅員も狭く、十分な歩道も未整備であることから、
往来する歩行者や自転車・二輪車への事故危険もこれ以上無い程に高まっております．

ご承知のとおり、沿道では近年住宅地開発が相次いだことから域内発着の自動車交通量も増大し
ており、府道水垂上桂線に係る道路交通問題の解決は喫緊の課題であると言えます．

対応する施策としては、同府道ネック区間の改良整備、域内の補助的な連絡路の整備や河川堤
防の適切な利用の促進等々が挙げられますが、抜本的な解決方法はすでに都市計画決定されてい
る府道水垂上桂線バイパスとしての「羽束師墨染線」を早急に建設することです．

京都市は、従来決定している整備優先順位に拘泥し、市内の他路線整備の後に当該区間整備に
着手する、あるいは横大路に近接する区間での小中学校敷地との調整課題の検討等に着手する、と
しておりますが、これでは、久我羽束師地域住民には当面現状での我慢を強いるのみとなります．

府道水垂上桂線の現状と環境改善への強い要望を関係機関に働きかけることが重要です．
（仮称）久我西部地区の取り組みが実現に向かうことは、府道バイパス（羽束師墨染線）の主要区

間の整備が具体化するわけで、前後の取り付けほかの関連公共事業への取り組みや生産緑地を巡
る農林調整等も加速することになり、結果として京都都心部の再生に弾みがつくことになります．

地域にとって枢要な未整備の公共施設として「都市計画道路羽束師墨染線」と主要な排水路であ
る「西羽束師川支川」整備の促進と併せて従来以上に強く働きかけていくことが重要です．

京都市基本構想より構造ｲﾒ-ｼﾞ図

京都市の南側に広域的な都市機能が集中しており、

南部地域全体の発展を阻害しています．久我羽束師

地域は周囲から遮断された中で、十分な基盤整備が

なされないまま人口の増加が続いています．

(1) (2)



（仮称）久我西部地区基本構想図
＊準備委員会設立時点での基本構想（案）

「整備促進の重点区間」

外環状線からの出入りが確保でき

ることが重要です。

この区間の完成により、久我羽束

師地域の道路交通問題、下水道

問題他の多くの生活環境改善が可

能となります。

児童生徒数の多い羽束師小学校・

神川中学校のグラウンド確保の方

策、通学路の確保等と併せて早急

に整備を図るべき路線です。

「久我地域の現況と問題点」

豊かな緑と水辺は都市生活にゆとり

と潤いをもたらします。しかし都市

化の進展により農業の環境は徐々に

悪化しており、都市部では人口の増

大に応じた上下水道等生活基盤が不

足するような事態も生じています。

地域の健全で安定的な発展を図るに

は、居住者側と農業者側とのニ－ズ

が調和する適切な総合的な開発調整

施策が必要です。

少子高齢社会への対応や京都市全体

を歴史文化的景観を持つ国際観光都

市として振興していくためにも、久

我羽束師地域の市街化区域内農地の

有効活用方策を早期に実現し、都市

計画道路羽束師墨染線の建設促進を

図ることが重要です。

『京都市の取組』 －平成 22 年度において京都市は総合計画の見直しを実施しております．

伏見区においても区内 6 地域について協議会・懇談会を開催しております．

府道水垂上桂線

関連の主要な路線

羽束師墨染線による

代替えﾙ-ﾄ例

主要な交差点

事故危険性も高い

地域ブロックでの懇談会等は京都市伏見区総務課、まちづくり課等が主催しており、識者を交え

て活発な論議が行われている模様です．

久我羽束師地域としても、身の回りの生活環境を改善するために、そして適切な規模、耕作者の

意向にも適合する農用地の計画的な保全が図られるよう働きかけていくことが重要です．

平成 22 年度 7 月時点での伏見区基本計画素案から該当部分の抜粋をお示しします．

まちの自慢や特徴

・久我神社など歴史的資源が多く，それらを見に来る来訪者も多い地域である。

・田畑や河川があり緑が豊富な地域である。

・医療施設やスーパーなど生活関連施設が比較的充実していることもあり，子育てに適して

おり，新住民が増えている地域である。

・見守り隊ができてからＰＴＡと地域の関係が良好になり，交流の機会が増えた。

・体振の取組やスポーツチームの活動が盛んな地域である。

・久我菜など伝統野菜があり，食育活動も盛んに行われている。

まちの気になること（まちの課題など）

・地域で清掃活動がおこなわれているが，河川や農業用水路に不法投棄が絶えない。

・急速な住宅地開発による農地の蚕食で，まちの景観が損なわれている。

・バス路線や本数が少なく不便である。

・都市計画道路の整備促進や土地区画整理事業等による計画的な基盤整備が必要である。

・新住民の自治会加入率が低く，新旧住民の交流の機会が少ない。

京都市や久我羽束師地域の再生を図るために久我西部地区一円の有効活用を図ること、相互が

「戦略的な互恵」関係にあることを関係者に理解を広めていくこと、等が重要な局面です．

羽束師墨染線は横大路か
ら伏見向日線に抜ける区
間の確保により府道の負
担が劇的に減少します．
下水道ほかの接続も完成
させることが出来ます．

府道水垂上桂線

横大路（外環状線）

(4)(3)


